
式    辞 

今日は、校長からの式辞というよりは、皆さんにメッセージという形で私の気持

ちをお伝えします。 

まず初めに、ただ今、卒業証書を授与いたしました第三十九期の三百十二名

の皆さん、ご卒業おめでとうございます。 

世界規模で新型コロナウイルスが広がりを見せており、北海道知事からも「緊

急事態宣言」が発表され、皆さんの門出を祝う日に、感染拡大の予防対策や

卒業証書をお一人お一人にお渡しできないなど、一部簡略化しながら卒業式を

実施することになり、大変申し訳ございません。しかし、一日遅れの卒業式となり

ましたが、市立札幌新川高等学校第三十九回卒業式を無事挙行できることは、

私ども一同、何よりの喜びであり、本日ご列席できなかった保護者の皆様の分ま

で、皆さんを温かい気持ちで送りたいという気持ちで一杯です。 

私の思いはお手元の紙面に書きましたが、初代校長の「開拓者たれ」という校

訓は、これからの時代を生き抜くための思いが込められているだけでなく、今私た

ちが直面している状況を乗り越える力を与えてくれていると思います。皆さん、力を

合わせ頑張りましょう。 

人生にマニュアルはありません。正解もありませんが、一つだけ確かなことがあ

ります。それは、高校時代という時間が二度と戻らないように、人生は「時間」とい

う片道切符の乗り物に乗っているということです。人生のシナリオを描くのも、主人

公も自分です。他の人たちとの比較ではなく、自分らしい、幸せな人生のストーリ

ーを描いてください。 

また、新しいことを始める時に、一番大切なことはそれを成し遂げたいという情

熱です。結果が出るまではやってみなければ、夢にはたどり着くことはできません。

結果に失敗はありません。失敗といえるものは、むしろ何もしないこと、結果が出る

までやらないことだということです。決して「夢をあきらめない」でください。今まで以

上に自分の信念を強く胸に抱き、夢に向かって進んでください。 

最後になりますが、卒業生の皆さん、「新川の卒業生」としての誇りを持ち、令

和の時代のリーダーとして活躍していく皆さんに期待いたします。皆さんとは２年間

のお付き合いでしたが、私の人生で最も楽しい思い出を与えてくれた２年間でもあ

りました。皆さん本当にありがとう。お手元の私の式辞・ＰＴＡ会長からの祝辞につ

いては、ご家庭に戻られましたら、保護者の方にもお見せください。 
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